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今金町民憲章

。民主主義に徹して生，舌を合理化して近代的な町にいたしましょう 。。健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう 。

o 技能をみがき産集白開発に努め豊かな町にいたしま Lょう。

O 教聾をたかめ楽しくさι舌できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和42年 10月 1日
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者決まる当町長、勲
( 醐満了一一選挙は 4月18日告示…立附
届が締め切られ、町長選は現職の村本町長が無投票で当選、また、町議会議員選 |

挙は、 23日の投票と即日開票の結果、現議員13人、元議員 1人、新議員 4人が |

当選しました。 J

..... 
J、

『
明
る
く
住
み
よ
い
』

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す

多
数
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
無
競
争
当
選
の
栄
を

受
け
、
三
た
び
町
政
の
霊
貨
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
的
皆
さ
ま
の
ご
厚
附
に
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

無
競
争
と
い
う
こ
と
で
期
待
の
大

き
さ
と
責
任
の
重
大
き
を
痛
感
し
て

お
り
、
こ
の
う
え
は
、
二
期
八
年
内

抗
湿
な
経
験
を
ふ
ま
え
、
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
た
め
、
新
た
な
決
意
と
情
熱
を

も
っ
て
「
明
る
く
住
み
よ
い
」
ま
ち

づ
く
り
に
こ
ん
身
内
努
力
を
傾
注
す

今
金
町
長

村

本

光

夫

る
所
存
で
あ
り
ま
す
a

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
の
の
ち
、
図
的

経
済
は
非
常
に
雌
し
い
状
態
に
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
も
問
機
な
状
態

で
あ
る
こ
と
を
充
分
認
識
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
@
地
域
娠
興
施

策
的
福
祉
、
教
育
、
民
業
な
ど
難
聞
が

山
和
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
的
皆

さ
ま
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
最
普

を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、

町
政
に
対
す
る
智
さ

ま
の
ご
副
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

• • 

等
瑞
宝

緒
方

花 雄
石ん さ

刊

は

歳

)

消防功労平
成
7
年
都
内
叙
勲
で
、
元
今
金

町
消
防
団
分
団
長
町
給
方

一
雄
ぷ
が

消
防
に
対
す
る
永
年
内
功
献
が
認
め
ら

れ
勲
六
等
瑞
宝
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ

ま
し
た
。

結
方
うん
は
昭
和
幻
年
日
月
日
日
に

消
防
回
に
は
い

っ
て
打
年
余
り
の
民

き
に
わ
た
り
、
火
災
や
風
水
市
川
口
、
台

風
な
ど
の
災
害
時
の
ほ
か
、
行
方
不

明
者
の
般
索
活
動
に
率
先
し
て
出
動

し
、
つ
ね
に
第

一
線
に
た
っ
て
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
尽

力
し
て
き
た
の
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

思い出の団服姿で

(94年 3月撮影)

「苦
労
を
共
に
し
た
回
日
と
と
も

に
こ
の
受
章
を
忍
び
た
い
と
思
い
ま

す
口
と
諮
る
祁
方
、
ど
は
ァ
カ
7

を
手

に
持
ち
、
腰
弁
当
で
消
火
に
あ
た
っ

た
昭
和
幻
年
の
日
進
大
火
、
昭
和

m

年
町
山
号
台
風
の
災
害
出
動
。
な
ど

苦
労
が
多
く
、
蝿
…
我
夢
中
町
何
年
間

を
ふ
り
か
え

っ
て
い
ま
し
た
。

花
石
地
区
で
は
昭
和
田
年
か
ら
3
年

連
続
で
火
災
が
発
生
し
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、団
只
、
各
家
庭
が
防
火
を
呼
び

か
け
、
税
夜
ま
で
火
災
が
発
生
し
て

い
な
い
の
で
、
今
後
も
蜘
火
災
を
続

け
て
欲
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
.

果高吉言雷
雲畏開年金・簡保資金は

「住みよい町づくり」
再選となっ た村本町長は、 5月

1日職員の温かい拍手に迎えら れ、

初登庁し、 3期自の新たなスタート

を切りました。

5，730人

5，620人

5，043人

5，001人

40人

2人

を応援
みなさんが加入している国民年金や厚生年金、郵便局的問l

易生命保険的保険料は、将米町年金給付や保険金の支払のた

めの大切な財源として制立られていますが、この樹立金(資

金)は、地域に役立てられるよう、地方公共団体(市町村等)

18人の町議会議員が

選出されました

構成

などもきまる

.do 
%3; E義

任
期
満
了
に
と
も
な
う
町
議
会
議

只
選
挙
が

4
月
お
日
に
行
わ
れ
、
犯

人
的
新
し
い
純
白
が
決
ま
り
ま
し
F

、

今
回
町
選
挙
は
、
定
数
回
人
に
対

し
、
初
人
が
立
候
補
す
る
少
数
激
戦

と
な
り
ま
し
た
。
投
票
率
は
回
九

%
で
開
票
の
結
果
、
現
議
員
日
入、

元
議
員
1
人
、
新
議
員
4
人
が
当
選

し
ま
し
た
。

(問
問
問
粕
川
市
は
別
表
の
と
お
り
)

改
選
後
円
初
議
会
が

5
R
8
日
に

開
催
さ
れ
.
議
長
、
副
議
長
町
選
出
、

所
属
委
員
会
な
ど
の
議
会
構
成
が
次

の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
刊
叫
長

刷
機
長

中
野

(敬
林
時
)

二
郎

(利
)

一郎

(再
)

常
任
委
員
会
、議
会
運
営
委
員
会
、

組
合
議
会
の
鱗
成
は
次
の
と
お
り

(
。
委
貝
長

O
副
委
員
長
)

マ
総
務
文
教
。
荒
剖
正
信

O
白
岩

利
勝
、
中
野
三
郎
、
狭
間
勝
昭
、

雌
部
祐
治
、
上
町
雄
三

マ
産
業
建
設
。
湯
浅
秀
夫

O
吉
田

吉
郎
‘
林
磯
次
郎
、
山
本
堂
、

南

川

盟

、

山

崎

仁

マ
民
生
福
祉
@
日
下
昭
二
郎

O

本
国

一
三
、
渡
辺
二
郎
、
広
沢
功
、

内
ケ
砧
賢
祐
、
中
山

一
倍

マ

議

会

運

営

@
林
磯
次
郎

O
渡
部

祐
治
、
荒
井
正
信
、
湯
浅
秀
夫
、
日

下
昭
二
郎

マ
絵
山
広
域
行
政
組
合

本
田

一
三
唱

山

本

担

マ
北
部
桧
山
術
生
セ
ン
タ
ー
組
合

上
野
雄
三
、
内
ケ
山
氏
祐
.
中
山

一

nva
 

マ
町
監
査
委
貝

( 2 ) 
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狭
間
勝
昭

貴重な?票を投じる有権者

候補者氏名 党派別 得票数

当中 山 和信 知所属 387 

当中 野 一良i H 346 

当白岩 利勝 H 326 

当上野雄ー H 325 

当校辺 自1¥ " 28日518

当渡部ゅうじ 日本共産党 276.481 

当本田 無所属 276 

当広沢 エ方 " 274 

当内ケ品 賢祐 M 270 

当荒井正信 H 263 

当南川 且1"1 H 249 

当やまさfき " 242 

当山本 22 M 232 

当吉田 吉郎 日本社会党 221 

当林 俊次郎 無所属 201 

当ゆあさ 秀夫 H 194 

当日下 昭一郎 公 i列 191 

当はざま 勝目召 無所属 190 

阪井義勝 " 177 

さとう 靖男 H 80 

などに低利に貸しゃjけされています。

lirfでも、平成 6年度に総綴 14，460万円が融資され「住

みよ い町づくり」のために役立てられました。融資さ れた内

訳は次のと おり です。

官年金融資

簡易水道施設務1~ij卒業内基幹的施設改良による今金地区

の配水地築造 (RCJlI300m')及u般川地区町区域拡張

による配水管布設(延長 1， 3 8 0万円2 6 0 m)に 3，

融資され、水道円安定供給や未普及地内解消に役立てられ

官郵便局簡易生命保険融資

辺地対策事業内光内、光台 2期、幾代地区の牒免農道諮

仙及び利別地区地域交流促進町民道技術に 3，4 1 0万円、

接官対策卒業の日進抗金線道路改良 制i袋、知iの沢日進料4

i.iR'Zj'在防止、盛岡料tjlJi ':U棚i設置に 7，6 7 0万円融資され、

産業道路網の諮備や生前環続的向上に役立てられました。

ました。

選挙当日の選挙人名簿登録者数

選挙当日の有権者数

〔町議会議員選挙〕

投謀者数

有効投票数

無効投票数

不受理

( 3 ) 



町
納
税
表
彰
式
及
び

納
税
貯
蓄
組
合
長
会
議

町
)
の
3
納
鋭
組
合
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

納
税
財
蓄
組
合
は
、
町
税
及
び
道

税
な
ど
の
納
期
内
完
納
の
督
励
を
は

じ
め
口
座
娠
替
の
奨
励
、
納
税
に
対

す
る
立
制
円
高
帆
帽
を
図
る
な
ど
町
財

政
の
他
企
化
に
大

き
く
rH
献
し
て
い

ま
す
。

平
成
6
年
度
の

納
付
状
況
を
み
る

レ

-
R
u
n
品
、
A
J
b
r
o
o
H
U

J

7
車
df
z
5
品

A
H
が

1
0
0
%
完

納
、
全
休
で
叩

5
%
と
い
っ
立
派

な
成
献
を
残
し
て

い
ま
す
。

会
設
で
は
、
他

に
6
年
皮
肉
一
船
業

報
告
、
決
坊
の
承

認
、
7
年
度
内
事

業
計
画
、
千
野
町

決
定
を
し
て
閉
会

し
ま
し
た
。

平
成
7
年
度
の
納
税
表
彰
式
及
び

納
税
貯
花
組
合
長
会
談
が
4
月
幻
日

午
後
1
時
初
分
か
ら
消
防
2
階
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
内
優
良
納
税
組
合
と
し
て

団
代

-
ト
マ
ン
ケ
ン
希
友

(
日
英一

刀

優良3団体を表彰ルハウス開設
-、

(e (e 

場所はニこです、

北桧山→←種 JII

土地取引には届出が必要です~
届出は宅約の6週間前までに

，画、.J

国
代
橋

層圏

昨
ア
ル
ミ
缶
、
新
聞
紙
4

な
ど
符
っ
て
ま
す

7戸空?

光
町
盟
J
V
刷
で
は
、
月
2
回
の
ア

ル
ミ
缶
回
収
事
業
を
行
い
リ
サ
イ
7

ル
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

4
月
別
日
か
ら
各
方
而
の
協
力
を

仰
て
凶
生
町
純
労
自
立
へ
の
と
り
く

み
の

一
邸
と
し
て
「
リ
サ
イ
ク
ル
ハ

ウ
ス
」
を
開
設
し
ま
し
た
.

少
し
で
も
多
く
の
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

世
間
設
時
間

月
l
金
附

日

午

前

8
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で

(水
附
目
、
金
附
日
は

回
生
さ
ん
が
伺

っ
て
ま
す
J

官
受
入
品
目

新
聞
‘
雑
誌
、
ビ

l
ル
ビ
ペ

一

升
瓶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、

コ
l
ラ
ビ
ン
な
ど
。

す
べ
て
持
ち
込
み
と
い
た
し
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
.

t;I 
、、叫、、

み
ん
な
が
自
分

勝
手
に
土
地
を
利

用
し
、
自
分
的
利

雄
だ
け
を
考
、
え
て

投
機
的
な
土
地
取

引
を
行

っ
た
ら
ど

う
な
る
で
し
ょ
フ
か
?

土
地
問
題
の
解
決
に
は

一
人
ひ
と

り
に
土
地
は
公
共
性
社
会
性
を
持

っ
た
資
似
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
判

っ
て
附
く
必
嬰
が
あ
り
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
内
投

届出の必要な土地取引
一定面積以上の土地について売買などの取引をする場合は事前に届出が必要で弘

H ・代物弁済
①監視区域 I I・突娘 ・共有持分の譲渡

E島正司j市官E此t島f剥íJ'頃匝ι臥庇ヨL主，j刷E剖u旧釘ヨ:窃;:''1;司布町E吊百目 I~ザ.置 I I ・営業譲渡.地上権.貨借権の役定，譲渡

(何喜視即開E閉月1旧日現刷由醐府開酬附県蜘即1阻E附政
斗肺の肝うち引1川21日市区町村で指定されてい問。ー 臼 二三れらの問問予約竺竺竺醐に局出柑獲廿・

eその他の区長事
(イ)市街化区既 (口l.(イ)在除く都市計画区属

図t!t!11'l匝E圃

盛霊童議欝鞠

(八)都市計画区園以外の区国

111.111111持軍

グ佐経由
くわしくは都道府県、市岡村等へおたすね下さい。

• • 

優
し
い
お
田
さ
ん
の
H

顔
H

展
示

今
金
郵
便
局
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

ー
ム
で
保
育
所
、
幼
椴
闘
の
子
供
た

ち
が
怖
い
た
，
お
母
さ
ん
の
似
敵
絵

展
。
が

5
月
ロ
日
ま
で
聞
か
れ
ま
し

た
は
目
的
母
町
田
を
前
に
、
同
郵
便

局
が
保
育
所
や
幼
維
凶
に
作
品
を
つ

瞳
竃
勾

t
tm
Rh
F.

の
り、

1
0
3
点
を
展
示
し
た
も
の

調

理

(

‘

r吋
仏
前

!

;
唱

で
、
ク
レ
ヨ
ン
や
絵
の
以
で
縦
し
い

観

客

一

毛

主

お
母
さ
ん
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

白

山

V
L
1f

... ‘ 
II'! -

1 
Z守明.
4 包j，~
a理・.μ，~

機
的
取
引
や
地
怖
の
お
勝
を
抑
制
し
、
4

乱
開
発
を
防
ぐ
た
め
、

土
地
取
引
に

つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。

一
定
而
制
以
上
司
土
地
内
取
引
を
し

よ
う
と
す
る
時
は
あ
ら
か
じ
め
知
事

等
に
届
出
な
け
れ
ば
な

q
ま
せ
ん
.

届
出
か
ら

契
約
ま
で

契
約
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

取
引
の
当
事
者
は
、
取
引
の
予
定
価

指
や
利
用
目
的
を
川
沿
い
た
知
事
あ
て

の
届
出
訟
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
、
契
約
を
結
ぶ

6
週
間
前
ま
で
に

土
地
の
所
旋
す
る
市
町
村
役
場
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
出
を
受
け
た
知
都
は
、
取
引
側

絡
と
利
用
目
的
に

つ
い
て
帯
貸
し
、

価
格
や
利
用
目
的
が
土
地
の
利
用
に

閲
す
る
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合
は
、

取
引
の
中
止
又
は
変
更
を
勧
告
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
的
場
令
に
は
、
原
出
日

か
ら

6
迎
間
以
内
に
勧
告
し
な
い
旨

の
文
住
に
よ
る
通
知
を
し
ま
す
。
こ

の
通
知
を
受
け
取
れ
ば
契
約
が
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し

た
り
偽
り
の
席
山
を
す
る
と
法
律

で
倒
せ
ら
れ
ま
す
の
で
縦
突
に
席
け

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

'μ四
日

・司

y
n

p
BF絢

J
7
4.

，
 

利
J
R
制

空
き
缶
ゼ
ロ

運
動
実
施

神
丘
小
学
校
(
悶
村
十

一
郎
校
長
、

児
童
M
名
)
で
は
毎
年
、
春
と
秋
に

国
道
を
含
む
地
区
内
町
道
路
で
壬
き

缶
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。

5
月
6
日
に
は
児
控
が
4
班
に
分

か
れ
て
全
長

m
M
に
お
よ
ぶ
道
路
で

空
き
缶

1
7
3
2
側
を
拾
い
集
め
ま

し
た
。

昨
年
の
同
時
期
に
は

1
6
6
6
側

の
空
き
缶
を
拾
い
集
め
て
い
ま
す
。

年
々
、
拾
い
集
め
ら
れ
る
空
き
缶
の

数
が
多
〈
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
空
き
缶
の
ポ
イ

品
川
て
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
.

( 5 ) 



ん。
な
ぜ
、
宇
品
岨
市中
佐
は
減
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
.
年
々
道
路
町
改
良
も

進
み
、
巾
の
刊
能
も
向
七
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
交
通
事
故
は
減
る

傾
向
に
は
な

っ
て

い
ま
せ
ん
。

市
中
放
に
も
微
々
な
原
因
が
あ
り
ま

す
。ス

ピ
ド
町
出
し
過
ぎ
や
ン
ー
ー

ベ
ル
ト
を
正
し
く
ポ
用
し
て
い
な
か

っ
た
、
路
而
状
況
を
し

っ
か
り
と
把

保
し
た
逆
転
で
は
な
か

っ
た
な
ど

-， 

~胃=-----_..._---交通安全を願い5月11目、町交通安全協会総会が開ヵ、れました。

• 
い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
原
凶
と
な

っ
て

い
ま
す
。

S
S
運
動
実
施
中

白河)
北海道で55運動推進中

スピードダウンとン トベルト2つのSで安全薄厄.

SEAT 8ElT SPEED DDWH 

北
山
川
辺
で
は
死
亡
事
故
円
多
数
が

辿
皮
迎
反
と
ン
ト
ベ
ル
ト
的
非
活

問
に
よ
る
も
の
で
、
こ

の
よ
う
な
状

況
か
旬
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
一岨
じ
て

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
ン
ト
ベ
ル
ト

着
用
の

2
つ
の

5
を
呼
び
か
け
る
運

動
を
強
力
に
柑
進
し
て
い
ま
す
。

交
通
ド
故
は
、
被
害
者
は
も
ち
ろ

ん
加
害
者
に
と

っ
て
も
そ
の
後
的
人

生
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
も
の
で

す
。
悲
惨
屯
交
通
乍
放
を
起
こ
さ
な

い
、
迎
わ
主
い
よ
う
U
則
か
ら
交
辿

ル
l
ル
を
苛
り
、
川
民

一
人
ひ
と
り

が
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
て
い
く

よ
う
心
が
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

J F' arp 
qψw 

6月24日(土曜日)総合体育館、午後3時より

~通安全運動推進と音楽の集いが行なわれます
(北海道警察音楽隊・カラーガード隊来町)

19人 19人
~τzーコ

19件 18件

一一一一 (傷者)
(件数)

2人 F 一一一 (死者)

o 
6 

3人

5 4 3 2 同

h
V
5

月
日
目
、
今
金
小
学
校
で
北
桧

山
警
察
署
員
に
よ
る
交
通
安
全
に

対
す
る
講
話
が
行
な
わ
れ
、
子
供

た
ち
も
熱
心
に
聞
き
い
っ
て
い
ま

し
た
。

年別町内発生事故の推移
26件

~込ミ、
17it/ 

13件ノ/~

2人

に
な
っ
て
お
り
、
憂
慮
す
べ
き
事
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

今
金
町
で
も
交
通
安
全
協
会
、
交

通
安
全
巡
動
推
進
委
員
会
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
交
通
安
全
運
動
を
強
力

に
州
逃
し
て
き
て
い
ま
す
.

死
亡
事
故
に
つ
い
て
は

2
月
1
日

に
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

5
0
0
日
を
達

成
し
ま
し
た
が
、
事
故
件
数
が
減
っ

て
い
る
と
い
う
状
況
に
は
あ
り
ま
せ

今
金
町
交
通
安
全
町
民
大
会
並
び
に
音
楽
演
奏
会

家
族
ぐ
る
み
で
参
加
し
、
交
通
安
全
を
考
え
よ
う

E旨勾臼@@)~包ê@号~も@寝泊ê@
$} 呂'l!I@1iJlイ~ト

23人

18人

D 

側

25人

20人

15人

10人

5人

増
え
つ
。
つ
け
る

交
通
事
故

毎
固
め
よ
う
に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
。
交
通
事

政
は
、
い
つ
わ
が
身
に
ふ
り
か
か
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
被
出
世
者

に
な
っ
て
も
、
加
笹
者
に
な
っ
て
も
、

一
瞬
の
う
ち
に
幸
せ
な
家
庭
を
峨
峨

し
て
し
ま
う
の
が
交
通
事
故
で
す
。

同
年

(平
成
6
年
)
に
お
け
る
交

通
事
故
に
お
け
る
死
亡
者
は
、
全
国

で
l
万
5
百
お
入
、
北
海
道
で
は
6

1

9
人
と
3
年
連
続
で
ワ
ー
ス
ト
1

• • 
ヲ暮れどきや夜間の外出どきは要注意 l

明るい色の服装で

反射材を身につけましょう

自分を過信せず、

能力に応じた運転を

無理をせずに、

余裕をもって

飛び出し、

車の直前 直後の倹断はタメ l

道路は正し く

横断しましょう

幼児と一緒に出かけ

るときは、しっかリ

と手をつないで

大型車の巻き込み事故には

注意しましょう

体にあった自転車に乗りましょう

反射板をつけましょう

若者に多い 二輪車の暴走と死亡事故

二輪車はへルメ y卜を正しくかぶリましょう

スピードの

出し過ぎは、命取リ l

子どもやお年寄りなど

歩行者には思いやりをもちましょう

シートベル トは締めていますか

チャイルドシートの使用を

時間や気持ちにゆとリをもった運転を

( 6 ) (7) 



教
育
委
員
会
で
は
平
成
9
年
度
を

め
ど
に
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

・
パ
ー

ン
サ
イ
ド
高
校
か
ら
英
語
指
導
助
手

の
招
時
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

5
月
日
日

1
お
日
ま
で
の
日
日
間
、

パ

ン

サ

イ

ド
高
校
か
ら
7
ル
l
ビ

ア
教
諭
を
迎
、
え
て
短
期
招
問
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
期
間
中
、
町

民
む
け
の
英
会
話
教
室
、
今
金
中
学

校
で
の
英
語
授
業
の
助
手
を
つ
と
め
、

中
学
生
ら
は
生
町
英
会
話
に
親
し
ん

で
い
ま
し
た
。

一
般
町
民
む
け
の
英
会
話
教
室
は

英語指導助手とは?

生徒の語学力の向上を邑指し、学校の英

語の授業の中で英語教材を作成しだり、生

徒には生の英会話[ご親しんでもらうなど、

英語教員をサポ 卜することを目的に設置

されています。

み

ん

¥な

六
年
生
に
な
っ
て

八
束
小
S
年

垣
本

香
皇
ぷ

私
は
、
六
年
生
に
な
っ
て

3
つ
の

目
標
を
た
て
ま
し
た
。

1
つ
は
、
家
庭
学
習
を
ガ
ン

バ
ル

松
山

章?
子こ ，

ん

大
和
町
側

今
春
、
画
館
市
内
円
高
校
を
卒
業

し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ホ
!
ム

ク

ヘ
ル
パ

ー
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

マ葉ザ省

4
日
間
行
わ
れ
、

小
中
学
生
を
含
む

幻
名
が
参
加
し

か
つ
て
学
習
し
た

英
語
で
の
挨
拶
の

仕
方
主
ど
を
練
習

し
、
発
音
の
ち
が

い
な
ど
を
楽
し
く

半
ん
で
い
ま
し
た
。

• • 
の
」(広
場

J

で
す
。

を
ぜ
こ
の
目
標
を
た
て
た
か
と
い

う
と

5
年
生
の
時
は
、
3
学
期
に

な
っ
た
か
ら
、
毎
日
や
る
ぞ
と
決
め

て
い
た
め
に
、
2
週
間
く
ら
い
や
っ

て
、
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
は
、
六
年
生
に
な
っ
た

か
ら
、
と
言
う
こ
と
も
ふ
く
め
て
、

こ
の
目
標
を
た
て
ま
し
た
。

2
つ
め
は
、
色
々
な
事
に
挑
戦
す

る
で
す
。

5
年
生
ま
で
の
私
は
、
さ
ら
い
な

食
べ
物
が
、
給
食
や
家
庭
の
食
事
で

祖
祖
母
が
老
人
ホ
ム
に
入
っ
て

い
た
の
で
、
小
学
生
の
頃
か
ら
福
相

関
係
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
と
い
っ

松
山
♂
は
高
校
で
は
福
祉
科
を
選
択

し
ま
し
た
。

音
楽
鑑
賞
、
サ

ン
カ
l
鑑
賞
が
趣

味
で
中
学
時
代
は
吹
奏
楽
部
(
ク
ラ

リ
ネ

y
l
)
で
活
限
。

「
お
年
寄
り
の
方
々
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

l
ン
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
常
に

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
お
世
話
さ
せ
て

い
た
だ
く
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い

J

と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

4デ

ーー ー
フル ビア教諭を囲んで英会話教室がひらかれま Lた。

で
る
と
、
食
べ
て
み
よ
う
と
せ
ず
、

見
た
だ
け
で
、
お
か
ず
の
ふ
た
を
し

め
た
り
、
生
ゴ
ミ
に
入
れ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。

だ
か
ら
私
は
、

「
今
ま
で
の
私
と

か
わ
ろ
う
。」

と
思
っ
て
こ
の
目
標

を
た
て
ま
し
た
。

3
つ
目
は
児
童
会
の
仕
事
を
ガ

ン
バ
ル
で
す
。

私
は
、
今
年
は
じ
め
て
児
童
会
的

仕
事
を
や
る
の
で
、
た
く
さ
ん
円
不

安
が
あ
り
ま
す
。
去
年
ま
で
は
、
め

ぐ
み
さ
ん
逮
に
た
よ
っ
て
ば
か
り
だ

っ
た
の
て
私
は
、
こ
れ
か
ら
は
自
分

達
で
協
力
し
て
、
児
童
会
の
仕
事
を

や
っ
て

い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
、
前
向
自
分
と

ち
が
う
自
分
に
な
り
た
い
で
す
。

-電話のご相談もお彊廿します

宮011-709-1881(直通)

相級日 向暗から金織午前g鴎単-12G寺

午後1隠-4鴎40分(祝澱白を除く〉

ow門¢経滋賀11現身こZまってごi組訟に応じま苓

@弁置土相続日密週木曜日午後1跨-4時

傾

向

淵

社団法人日本lJl害保険協会

札幌自動車保険請求相談センター
札幌市主区k七条尚 5-5-3ILIU代阻ビ凡s時 札忠明調任事鋳所内 宮伽1109.1231 

お知Iらせ

平成 7年 6月 1日から印鑑登録制度が改正されL、印鑑登録証(現在登録されている手帳式のもの)が

磁気カ ドに変更になりますので、新しい印鑑笠録証への引替(無料)をお願いします。

〈事|替(切替)期間〉

平成 7年 6月 1日~平成 9年 5月31日(2年間)

京この期間までに手続きがなければ、印鑑笠録は

抹消となりますので、こ了承 ください。

〈場所〉

役場町民福祉課住民係

〈お持ちいただくもの〉

.印鑑登録証

・受領印(登録印)

・引替の案内ノ、ガキ(後 日発送します。)

・本人を旅認できるもの(身分証明書、免許証など本人の写真の張。〕付けてあるもの)

※代理の方ヵ、来られると きは、案内ハガキの委任状に記入のうえ 、登録印を押印してください。(代理人

の認め印と代理人の本人確認が出来るものをお持ちください。)

。登録証をなくしたとき O登録印をなくしたとき、または登録印を変えるとき

いずれの場合も新規登録と な ります。手数料は無料です。

京詳 しくは役場町民福祉課住民係まで

〕8
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総
合
公
園
が

利
用
で
き
ま
す

今
金
町
総
合
公
園
が

5
月

1
m

月
末
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

公
園
入
口
に
は
ゲ

ト
が
あ
り
、

開
放
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
と
な

っ
て

い
ま
す
が
、
花
見

な
ど
で
使
用
し
て
い
た
だ
く
場
合
は

午
後
9
時
ま
で
開
放
し
ま
す
の
で

連
絡
願
い
ま
す
。

〈
経
済
部
建
設
謀
紺
持
僻

2
2
1
0
1
1
1
内
線
1
5

3
V

「
特
設
人
権
心
配
ご
と

相
談
所
」
の
開
設

に

つ

い

て

次
の
と
お
り

「特
設
人
権
心
配
ご

と
相
談
所
」
が
開
設
き
れ
ま
す
。
担

当
者
は
人
杓
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
あ
た
り
児
童

・
生
徒
の
い
じ

め
、
体
罰
、
家
庭
内
め
い
さ
こ
ぎ
、

借
地
借
家
、
不
動
産
、
登
記
、
相
隣

関
係
な
ど
、
身
近
な
法
律
問
題
や
人

柏
問
題
な
と

心
配
ご
と
相
談
に
応
じ

ま
す
。相

談
内
容
に
つ
い
て
は
一
切
仙
宮

が
守
ら
れ
、
相
談
は
無
料
で
す
の
で

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

戸
」

一一ヨロ

1
、
日

時

6
月
幻
日
(木
)

午
前
日
時

i
午
後
3
時
ま
で

機診を受けて明るい健康づくり

s月みんなの

2
、

会

場

3

担
当
者

地
元
人
権
擁
護
委
貝

3
名

大
谷
長
陥
、
狭
間
勝
昭
、
阿
知

波
公
子

(敬
称
略
)

函
館
地
方
法
務
局
職
員

1
名

〈函
館
地
方
法
務
局
〉

今
金
町
民
セ
ン
タ

水
難
事
故
に
注
意
グ

毎
年
、、
)
の
時
期
に
な
る
と
、民
業

用
用
排
水
路
で
の
幼
児
や
小
学
生
な

ど
の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
ま
す
。

民
作
業
も
始
ま
り
、
か
ん
が
い
用

水
や
雨
な
ど
で
も
大
量
に
水
が
流
れ

込
み
、
雨
量
も
地
し
、
水
流
も
早
く

大
変
危
険
で
す
。

子
供
た
ち
が
好
奇

心
か
ら
、
万
一

用
制
水
路
な
ど
へ
部
ち
た
場
合
、
死

亡
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
捕
ま
し
い
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
家
庭
、
学
校
、
保
育
所
な
と
で
用

排
水
路
な
と
の
付
近
で
は
、
絶
対
に

遊
ば
な
い
よ
う
に
呼
び
か
け
、
注
意

し
あ
い

、
事
故
防
止
を
地
域
ぐ
る
み

で
進
め
ま
し
ょ
う
。

〈耕
地
開
発
課
}

6
月
中
に
児
輩
の
養
育
的
状
況
主
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
現
況
届
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

屈
を
拠
出
し
な
い
と
、
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、

6
月
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
き
い
。

〈
町
民
福
制
課
福
祉
係
V

川
を
大
切
に
H
H

・

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で

く
だ
さ
い

忘
れ
な
い
で
グ

児
童
手
当
の
現
況
届

児
童
手
当
受
給
者
向
方
は
、
毎
年

• • 
後
士
山
利
別
川
は
日
本
有
数
の
間
流

で
す
。

い
つ
ま
で
も
美
し
く
、
き
れ
い
な

利
別
川
で
あ

っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
最
近
で
は
河
川
敷
地
へ
の

ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
や
放
置
が
目
立
っ

て
地
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
こ
れ
か
ら

項 自 対 5担 者 実抱日 時 間 対聖地区 実施会場 嗣 考 お知らせ 1
畳付

全地区
町民 保健指導 ・健康相談身体計 4日 (日)

① 乳児相談 生後3、6、91月児 1日同
13，00-13，30 センタ ー 調IJ '110時可能品

5日開 置源回収事業

12日開) 受付
" 

老人情祉
保健指導・健軍相談

古新聞 ・雑誌

② 一般相談 全 住 民
19日間 10 ， OC叶 2 田 センター 空瓶を朝日時ま

26日伺) でに近くのゴミ

午前9，00-9，20 ステーションへ

③ 歯科検診
1歳~ 5日開) 午世1:00--1: 20 

" " 
詳細については保護者苑に個 19日 (月〉

就学前の全幼児 6白川 夜間(5自のみ〕 刑通知いたします。 粗大ゴミ

5，10-5，30 回収車業

④ 妊婦健診 妊 婦の方 13日(.)，
受付

" 
今 金 町 尿検査・歯干判旨導 ・保健指導

13，00-13， 30 国保病院 医師診察 (有料〕

⑤ 股関節脱臼健診 生後 4ヶ月児 13E3V， 13，00-14 日D " 
今金

股関節X線棟影
保 健 所

⑥ 乳児健診
生後 4、 7

15日間
畳付

" " 
身体E十刷・医師診察 ・歯幸村旨

10、 12ヶ月児 13: 00-13 : 15 導 ー栄尭指導 ・保健指導

⑦ 母親学級 妊 婦の方
20日同 受付

" 
町民

ビデオ ・講話等
27日同 13 ， 0日-13，30 センター

③ 
開医地区

生 住 民 20日附
受付

" " 耳鼻科
巡回診療 14 : 20-14 叩

⑨ 3歳児健診
生後 3 歳

2S日同
受付

" " 
身体計測 ・医師診事歯手村旨

2、3、4ヶ月児 12: 45--13: 15 導 ー栄葺指導保健指導

(町民福祉課衛生係 ー国保係)

~心地よい眠りのために~

〕O
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〔

土
民 社会福祉協議会だより 7. 5 10 
〉

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への
正 多額のご寄付ありがとうございました。

r .. (敬称略)

I( 〈東京 都〉 〈北桧山町〉

官同1 梧 正 彦 大 iま ス 、

見 〈埼玉県〉 〈今金町〉

光 の 村 養 護 学 校 大 畠 イpー了 雄
f 〈札 幌 市〉 婦 人 団 体 連 絡 協 議 会 l

主当ト 浜 西 f言 義 緒 方 雄

池 国 克 彦 上 本中 秀 雄

片 岡 洋 佐々 木 春 夫

〈苫小牧市〉 名古 I召 雅 ラ民

求新 高 橋 寅 土ロ 菅 昭 夫

人規 〈松前町〉 世同主 森 日現 夫

石 津 兼 粟 山 幸 雄

は学 〈上ノ国町〉 花 石 小 学 校 児 童 会

お校: 大 谷 松 三 郎 II( キサ

早卒 〈厚沢部町〉 極川小学校児童会

め業
官「司 野 キ サ 石 井 照 子

〈乙 部 町〉 童書 木 '申u、

に者 メ口ミ t反 正 主q 犬 塚 アサ子

グの 〈瀬棚 町〉 青年団体連絡協議会

坂 本 哲 夫

'
L
 

t
t
 

河川敷地に放置された粗大ゴミグ

利
別
川
清
流
保
越
の
会
的
呼
び
か

け
に
よ
る
河
川
清
掃
活
動
が

7
月
1

日
午
後
l
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
。

川
は
大
地
の
血
管
で
水
は
血
液
で

す
。
家
族
ぐ
る
み
で
こ
の
運
動
に
参

加
し
、
消
流
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

、「，F

。
出
集
合
場
所
は
利
別
健
民
グ
ラ
ン
ド

築
堤

• • 不
眠
の克

sIl 

私
た
ち
が
眠

っ
て
い
る
と
き
は
、

大
脳
の
疲
れ
を
と
る
睡
眠
と
体
の
回

復
の
た
め
の
睡
眠
を
交
互
に
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

眠
眠
は
、
心
身
の
疲
労
や
ス
ト
レ

ス
の
回
復
な
ど
の
重
要
な
働
き
を
担

っ
て

い
ま
す
。
時
間
的
に
は

5
時
間

限
れ
れ
ば
、
限
り
の
目
的
は
達
成
で

き
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
調
査
で
は
、
夜
間
的

7
1
8
時
間
の
降
服
を
と

っ
て

い
る

人
が

一
番
長
生
き
だ
と
の
結
果
が
で

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
年
を
と
る

と
か
早
く
目
覚
め
て
し
ま
う
々

n
夜

な
か
な
か
寝
付
け
な
い
H

な
ど
低
限

的
障
害
を
訴
え
る
人
が
増
え
て
き
ま

す
。よ

い
限
り
を
と
る
た
め
に
は
、

1

日
目
的
時
間
的
リ
ズ
ム
を
大
事
に
す
る

こ
と
、
こ
の
リ
ズ
ム
町
中
で
活
動
の

少
な
い
夜
間
に
眠
る
こ
と
、
眠
り
た

い
と
定
識
し
て
緊
張
し
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

腰
眠
を
と
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

平
成
8
年
3
月
の
新
規
学
校
卒
業

者
(
中
学
高
校
)
の
求
人
は
、

6

月
初
日
か
ら
受
理
を
開
始
い
た
し
ま

す。
新
一年者
向
多
く
は
、
地
元
で
の
就

職
を
希
望
し
て
い
ま
す
が
、
例
年
地

元
企
業
の
求
人
申
込
み
が
遅
い
た
め
、

せ
っ
か
く
の
若
い
人
材
が
地
元
を
離

れ
て
就
職
し
て
い
ま
す
。

若
年
労
働
力
的
郁
保
の
た
め
、
採

用
計
画
の
あ
る
企
業
は
早
め
に
求
人

申
込
み
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

〈
ハ
ロ

l
ワ
1
7函
館

2
0
1
3

8

%

0

7

3

5
〉

官
規
則
的
な
睡
眠
ス
ケ
ジ

ュ

ル
を

守
る

決
ま

っ
た
時
間
に
床
に
入
り
、
起

き
る
時
間
も

一
定
に
。

官
必
要
以
上
に
眠
ろ
う
と
焦
ら
な
い
。

(睡
眠
時
間
8
時
間
に
こ
だ
わ
ら

な
い

)

無
型
に
限
ろ
う
と
す
る
と
か
え

っ

て
緊
張
し
て
眠
れ
な
く
な
り
ま
す
。

不
眠
で
悩
む
人
は
実
際
限
れ
な
い

の
で
な
く
、
眠
れ
な
い
こ
と
を
恐

れ
心
配
し
過
さ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。

官
昼
寝
に
注
意

昼
間
に
う
と
う
と
す
る
時
間
が
多

い
と
よ
る
限
れ
な
く
な
り
ま
す
。

夕
方
近
く
の

H

タ
寝
u

も
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

肯
日
光
浴
散
歩
な
ど
の
日
課
作
り

生
体
リ
ズ
ム
を
調
整
す
る
生
体
時

計
は
脳
の
視
神
経
に
近
い
と
こ
ろ

に
あ
り
、
自
か
ら
入
っ
て
く
る
光

り
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
散
歩
な
ど
で
太
陽
の

光
り
を
浴
び
る
と
生
体
リ
ズ
ム
の

乱
れ
を
正
し
、
不
服
の
解
消
に
役

立
ち
ま
す
。

よ
い
低
限
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、

好
ま
し
い
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

し
か
し
、
頑
固
な
不
眠
に
お
悩
み
の

場
合
は
病
院
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〕-1
 

〔



令令や室民の動令令今B月の体目当番匿

(前月吋比)

( +40) 

( +22) 

(+ 18) 

(+34 ) 

4月末現在
怨②0221金)(今今金町国保病院4日

合④5011(北翰山)道南ロイヤノレ病院11日

7，395人

3，563人

3，832人

2，568世 情

人口

男

女

l型{ii数

宜主②0057

包③5321

金)

(北袷山)

(今院

北*1山町国保病院

医間岩18日

25日

也)英利iITJ

4月12日 (保謎者 TiITU干 )光台

4月18日(保護者住治)Jニ稲犯I

5月 2日 (保護者民夫)神丘西部

)大和町

4月 8日 (保謎者 :J'r村上

中iIj;本

「森林環境整備協力金」のお願い

ハイキングや森林浴、自扶学習の坊とし て多くの皆

様に親しまれている 「美利河 二股自蹴休養林」では、

より快適に楽しんでいただくため、 「英利河町森を英

しくする会」 を中心に今金営林署及び今金町の協力の

もと、官型Hこ努めておりますが、同時に利用される皆

乙ι5月 9日 (情日並者• 
fI-) 

H可)

固いつまでもおしあわせに

il岳加藤 敬三(寒昇 )=長山日奈子、(担E

M佐藤信也、(末広町)=杉林朱英王(j有

様のご協力も不可欠なものと考えております。

利用される多 くの方々にも綜化 自然保護そこで、

に対するご協力を得るため、募金箱を設世し、協力金

として自然休獲林の維持 管理的費用の一部として当
日目お〈やみもうしあけ'ます

境問閥次郎九 4月20日 92歳 八耳oe:生
木 1;占 有一三九 4月21日 73歳 白 右

安藤克弘さん 4月21日 40成 判l丘町台

柴田勇次郎三 4月23日 87歳 円町出間

的 宗 緒九 5 月 3 日 ] 2;.誕 I~l lH 

周知11 セ ヨ五 5月8日 75歳旭 町

!:i 5 n 19日受付分ま でJιMt

金
原
公
園
祭
り
、
に
ぎ
や
か
に

〕2
 

1
 

〔

金
原
公
園
祭
り
が
5
H
5
自
の

J
」
ど
も
の
日
“
に
金
原
材
松
下
町

公
園
、
緑
と
少
の
丘
に
地
区
住
民
ら

3
0
0
名
が
集
ま
り
、
賑
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
植
え
付
け
な
ど
農

作
業
に
忙
し
い
時
期
で
す
が
、
こ
と

も
の
日
と
い
う
こ
と
で
仕
事
の
干
を

休
的
、
家
族
く
る
み
で
一
足
早
い
花

見
を
梨
し
み
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
た
く
さ
ん
円

H

鯉
の

ぼ
り
々
が
体
き
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を

ほ
お
ば
り
主
が
ら
余
興
内
カ
ラ
オ
ケ

や
ピ
/
ゴ
ゲ

l
ム
を
楽
し
み
参
加

者

一
同、

駄
の
五
殺
虫
餓
を
願
い
楽

し
い

一
目
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

λ
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じ

み
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主
ホ
伺
y
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や
せ
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"梨
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半
世

た

木

さん彩

お

々

上
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ヨ

左

寸

揖
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七

り

)

う

お

会

よ

て

る

す

し

す

ま

置

く

い

設

。
し

さ

に

す

美

下

場

ま

を

力

車

げ

森

協

駐

上

の

ご

泉

し

河温

申

利

。
れ

。
河

い

美

た

さ

す

利

願

(

し

解

ま

柴

お

ま

現

げ

奥

く

し

ご

上

は

し

と

を

し

粕

ろ

と

旨

申

金

よ

こ

飽

い

拡

く

ら

刷

、

で

行

れ

お

お

の

て

こ

り

な

す

て

よ

ま発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場
耐
②
o
a
1
4
l
Al

番

• 

今金小学校の遠足でにぎわう量指令ランド

愛指令の会では、神丘に開拓中の愛指令

ランドの，也をホタルの住む池にしたいと考

えています。ホタルを分けていただける方

は連絡をくだされば幸いです。

(へア サロンワシノ 2-1455) 
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